
結語 

 神経疾患による嚥下障害は疾患により様々な 

    経過をたどる 

  臨床経過に合わせて嚥下機能評価をおこない 

    介入プランの検討が必要である 

  疾患ごとの嚥下障害の特徴と予後を把握し患者  

     家族をサポートすることが重要である 


